
CONTENTS
第41回米子がいな祭 P２
第34回全日本トライアスロン皆生大会 P３
秋の文化イベントガイド P４
市職員の給与などをお知らせします P６
情報クローズアップ
幸せな社会づくりをめざして／美術館通信

P８
P10

くらしの情報
みんなの健康
９月の催し

P11
P16
P18

水鳥公園からのたより／「よなごの宝88選」から P20

米 子 市 ホ ー ム ペ ー ジ　URL　http://www.city.yonago.lg.jp/

2014年（平成26年）９月　No . 114広報

第41回米子がいな祭
「新たなページを開く夏！～これまでの軌
跡を、これからの奇跡へ！～」をテーマ
に第41回米子がいな祭が８月２日、３日
に行なわれました。
駅前だんだん広場では、米子がいな太鼓
40周年を記念したステージが行なわれ、
迫力のある演奏が披露されました。

９



米子がいな祭に新たなページが開いた！
　８月２日（土）・３日（日）、「新生がいな　～未来へむかって、はじめの一歩！～」をキ―ワードとして「新たなページを
開く夏！～これまでの軌跡を、これからの奇跡へ！～」をメインテーマに第41回米子がいな祭が開催されました。
　初日はくもりの中、がいな太鼓のふれ太鼓にはじまり、オープニングパレードのあと、新田本部長の開会宣言とともに、
航空自衛隊美保基地によるＣ－１輸送機２機の祝賀飛行がオープニングセレモニーを飾りました。そして、「がいな太鼓」・「が
いな万灯」・「やんちゃよさこい」による「がいなコラボレーション」が行なわれました。
　今年はだんだん広場を「がいなステージ」と銘打ち、陸上自衛隊第13音楽隊によるコンサートやがいな太鼓40周年記念
ステージをかわきりに、パレード参加者による多彩なステージが繰り広げられ、また、中海・宍道湖・大山圏域市長会のイ
ベント交流事業として、安来市の「安来節保存会」の皆さんに安来節を披露していただきました。
　同時に、米子市文化ホール前において『第１回「米子がいなバーガー」称号決定！がいなバトル』を開催しました。
　そのほか、30連が参加した「がいなパレード」や勇壮な「がいな太鼓」の演奏、夜には「がいな万灯」の妙技と多くの観
衆を魅了しました。
　２日目は、駅前ステージを中心に、「がいな高校生書道パフォーマンス」や「がいな白ネギ早喰い選手権」・「がいな縄跳び
選手権」など多くのイベントが開催されました。
　祭の最後は、「開夏宣言～奇跡の花開く～」と題し、日本独自の繊細な技術が施された色、形にこだわった「日本の伝統花火」
など約6,000発の花火が錦海の夜空を彩り、二日間にわたる祭りを盛大に締めくくりました。

熱い米子の夏
真夏の２大イベント
盛大に開催！



今年もデッドヒート！！
レースを制したのはＶ３の谷

たに

新
し ん ご

吾選手（愛知県）、女子は初優勝の細
ほそかわ

川江
え り こ

梨子選手（愛媛県）。
　第34回全日本トライアスロン皆生大会は「挑む人、支える人、あふれる夢」を合言葉に、約4,400人のボランティアスタッ
フが全国から集まった選手を迎え、７月20日（日）に日本トライアスロン発祥の地「皆生温泉」を中心に２市３町１村をフィー
ルドとして開催されました。
　この日は梅雨明け宣言がなされ、まさに米子の夏到来を象徴する大会となり、最高気温が29.7度という絶好のトライアス
ロン日和のもと、個人の部874人、リレーの部53チームが伝統の鉄人レースに挑戦。素晴らしいボランティアスタッフのサ
ポートと、多くの沿道の人々の声援のおかげで、天候も海上もコンディションが大変良く、好タイムの期待できる大会とな
りました。
　３連覇を狙う吉

よしむら

村優
ゆうすけ

介選手（山口）は、バイク終了まで２位以下に10分以上の大差をつけランに移りましたが、折り返し
手前でまさかの失速。代わって一昨年３位、昨年２位で初優勝を目指す秦

しん

陽
よういちろう

一郎選手（大分）と、昨年３位でＶ３を狙うベテ
ラン谷選手がゴールのどらドラパーク米子陸上競技場手前まで激しいデッドヒートを繰り広げました。
　ロングスパートをかけた谷選手が、追いすがる秦選手を振り切り見事３年ぶり３回目の王者に返り咲きました。２位は秦選
手、３位には山

やまもと

本英
え い じ

治選手（愛知）が５回目の挑戦で念願の初入賞を果たしました。
　女子は、スイム７位、バイク３位と徐々に順位を上げた細川選手が、得意のランで見事逆転し念願の初優勝を飾りました。
２位には生活の場を中国に移した中

なかはら

原恭
や す え

恵選手、３位は地元米子市の二
に ぶ ん

分陽
よ う こ

子選手が入りました。
　好天に恵まれた今大会は、稀に見るデッドヒートの連続で、見るものにも多くの感動を与え、日本トライアスロンの聖地「皆
生大会」に新たな歴史が刻まれた素晴らしい大会となりました。

　米子の夏の２大イベント「第
34回全日本トライアスロン皆生
大会」と「第41回米子がいな祭」
は、大盛況のうちに無事終了す
ることができました。
　これもひとえに市民の皆さん
をはじめ、ボランティアの皆さ
ん、周辺市町村ならびに関係各
位の絶大なるご支援、ご協力の
たまものと心から感謝申し上げ
ます。
　今後とも、一層のご支援ご協
力をたまわりますようお願い申
し上げ、お礼の言葉といたしま
す。

米子市長　野坂康夫



文化庁優秀映画鑑賞推進事業　米子なつかしの名画劇場
　毎年ご好評の米子なつかしの名画劇場。今年は米子市公会堂を会場に、岡本喜八監督の
作品「大誘拐」など４本の喜劇を上映します。森繁久弥、伴淳三郎、フランキー堺、三國
連太郎、淡島千景、岸恵子、長岡輝子、十朱幸代ほかたくさんの懐かしい名優に会いに、
ぜひお越しください。今年はエレキ紙芝居「岡本喜八監督との出会い」の上演もあります。
■と き　10月17日（金）午前10時～「駅前旅館」、午後１時20分～「本日休診」、

　午後６時30分～「大誘拐」
　　　　　10月18日（土）午前10時～「大誘拐」、正午～午後０時20分　エレキ紙芝居、

　午後１時30分～「女は男のふるさとヨ」、午後６時30分～「本日休診」
■ところ　米子市公会堂　■入場券　（各日）前売500円（発売中）、当日700円※前売券売切れの場合は当日券はありません。
■入場券取扱場所　米子市公会堂、米子市文化ホール、米子市立図書館、米子市美術館、米子市淀江文化センター、米子
市立山陰歴史館、米子市児童文化センター、米子市教育委員会文化課、米子シネマクラブ、米子髙島屋、米子しんまち天
満屋、今井書店錦町店、本の学校今井ブックセンターほか
■問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

米子がいな太鼓40周年記念コンサート　鼓動心響
■と き　10月25日（土）午後６時開演
■ところ　米子市公会堂　※入場無料
■主 催　米子がいな太鼓保存会
■問合せ　米子がいな太鼓保存会事務局（☎３３－４０５３）

第14回全国障がい者芸術・文化祭とっとり大会
あいサポートコンサート

　「あいサポート運動」に賛同した、県内外のアーティスト
によるコンサート。
■と き　10月４日（土）午前10時開演予定
■ところ　米子市公会堂　※入場無料
■主 催　厚生労働省・鳥取県・鳥取市
■問合せ　実行委員会事務局（☎０８５７－２６－７１５７）

鷲見三郎30周年記念
スーパー・ヴァイオリン・アンサンブル

■出 演　鷲見恵理子、徳永二男、藤原浜雄、清水高師、
漆原啓子、漆原朝子、景山誠治、会田莉凡
■と き　10月11日（土）午後７時開演
■ところ　米子市公会堂
■入場料　全席指定　Ｓ席 4,500円／Ａ席 3,500円／Ｂ席
2,500円（チケットぴあ・ローソン各プレイガイドで発売中）
■主 催　鷲見三郎30周年記念実行委員会
■企 画　（株）１００２［イチマルマルニ］
■問合せ　鷲見三郎実行委員会事務局（☎２６－３９８０）

（一財）米子市文化財団・国立米子工業高等専門学校連携事業

「一弦ギターを作って合奏してみよう」
　米子高専の先生による特別講座です。木材や箱など、身近な材料を使って一弦ギターを製作。音の不思議について特殊
な機械を使って調べてみたり、作成したギターで、よく知られている簡単な曲を演奏し、新しくなった米子市公会堂の大ホー
ルにみんなで響かせます。
　子どもだけでなく保護者の皆さんも楽しんでいただけるこの体験、ぜひご参加ください。
■と き　９月20日（土）午後２時～４時　■ところ　米子市公会堂
■講 師　米子工業高等専門学校　電気情報工学科　新田陽一先生
■対 象　小学校高学年～中学生　■定 員　20人　■参加費　1,000円（材料費）
■募集受付開始　９月１日（月）午前10時～、定員になり次第締切ります。
■主 催　（一財）米子市文化財団・国立米子工業高等専門学校　■共 催　米子市・米子市教育委員会
■申込・問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

秋の文化イベントガイド
とっとりの文化遺産魅力発掘プロジェクト事業
第70回米子市秋の文化祭参加事業
レクチャーコンサート「日中韓・音の時空」
■と き　９月27日（土）午後２時～３時30分
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール
■定 員　150人（無料。要事前申込み。９月1日（月）受
付開始）
■申込・問合せ　米子市立山陰歴史館（☎２２－７１６１）

とっとりの文化遺産魅力発掘プロジェクト事業
第70回米子市秋の文化祭参加事業

米子歴史絵巻～巻之三～
　「平家物語」や「朗読琵琶・米子城騒動」などの琵琶演奏
を、かがり火の中でお楽しみいただきます。
■と き　10月４日（土）午後６時30分～８時30分（終了予定）
■ところ　湊山公園内日本庭園（米子市指定文化財清洞寺
跡）※雨天の場合は米子市児童文化センター
■定 員　150人（無料。要整理券。９月８日（月）配布開始）
■整理券取扱所　米子市立山陰歴史館、米子市文化ホール、
米子市教育委員会文化課
■問合せ　米子市立山陰歴史館（☎２２－７１６１）

トヨタコミュニティコンサート in米子
バレエ「くるみ割り人形」全幕

　この公演は米子バレエスクール、米子管弦楽団、指揮：
井田勝大、少年少女合唱団リトルフェニックスなど全国で
も珍しい市民の手による公演です。また主演ダンサー、コ
ンサートマスターなどプロの方をゲストに招きます。本物
の「バレエ公演」をお楽しみください。
■と き　11月24日（月・祝）午後２時から
■ところ　米子市公会堂大ホール
■入場券　全席指定　Ｓ席 3,000円／Ａ席 2,000円（入場
券は残りわずか。取扱い：公会堂、米子市文化ホールほか）
■問合せ　米子管弦楽団（☎０７０－５３０２－８１２３）



米子市まちづくり活動支援交付金事業
～今年度の交付対象事業が決まりました～

　市内で活動する団体が、地域の課題の解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を支援する「米
子市まちづくり活動支援交付金」の交付事業が決まりました。
　申請のあった団体による事業内容についての説明発表会を開催し、審査委員がそれぞれの事業を「公益性」・「継続性」
などの審査項目ごとに評価しました。その審査報告をもとに、今年度交付する９事業を次のとおり決定しましたのでお知ら
せします。　■問合せ　市民自治推進課地域自治係（☎２３－５３７３）

団 体 名
申 請 事 業 の 概 要

交付決定
額（円）事 業 名

ち
ょ
っ
こ
し
活
動
コ
ー
ス

勝手連 米子市橋本地区の伝説や歴史を、地域住民の方が理解を深め、かつ地元
の宝として引き継がれることを目的に、季節感があふれ、市民の方々が
気軽に登り、参拝ができる史跡散策ルートの歩道の整備を行なう。

80,000
史跡散策ルートの歩道整備事業

米子がいなバーガー普及実行委
員会

今後５年間を目標にその年ごとに「米子がいなバーガー」の称号を決定し、
５年後には日本一のハンバーガーをめざす。またイベント後にはバーガー
マップを作成し、40年以上続けてきた「米子がいな祭」とその年の米子
を代表するハンバーガーを地域の内外へ広く発信していく。

80,000
第１回「米子がいなバーガー」
称号決定！がいなバトル
住吉地区人づくり地域づくり協
議会

住吉地区が健康で文化的な地域であることを願い、自分の考えや判断で
作り上げる住みよい地域をつくることを目的に、今年度は防災意識を高
め、地域防災力を高めるため、防災講演会、避難訓練、防災広報誌の発
行を行なう。

80,000
住吉地区人づくり地域づくり協
議会・防災協議会

米子ヤマモモの会 ヤマモモ自生林を調査記録する。また古老からヤマモモに関する情報を
聞き取り、後世に引き継ぐ。あわせてヤマモモの加工活用の可能性を検
討する。

80,000
ヤマモモ環境保全事業

まちなか歩こう会 旧市街（大工町～灘町）の小路案内板の作製、小路巡りマップの作製、
案内板とマップを活用した現地巡りを行ない、地域の魅力の再認識、地
域文化の見直し、再発見、観光振興、中心市街地活性化を行なう。

80,000
小路輝き事業

住まいるびとSANIN ものについて改めて考え、心の豊かさと環境など、これからのまちづく
りを考える。特に環境に配慮した取組みを行なっている方と市民とを繋
げることで、自分たちの環境を家や地域から考え、環境に配慮したこれ
からのまちづくりを助長するための研修会、イベントなどを行なう。

80,000
第２回住まいるびとフェスティ
バル事業

県地区青少年育成会
次代を担う子どもたちの育成のため、地域の子どもをもつ保護者とその
子どもたちと、地域の歴史、環境問題、国際理解、子どもの適性などをテー
マにした講演会を実施することで、地域の子どもを地域で育てるための
大きなエネルギーとする。

80,000
次代を担うあがたっ子創造運動

観音寺新町１丁目自治会 ふれあい手づくり看板を子ども会、自治会、老人会等で共同して作成す
ることで、地域住民が連帯感と組織の熟成を図って、美しいまちの維持、
安心・安全なまちづくりを行なう。

80,000
ふれあい手作り看板の作成

が
い
な
活
動
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むきばんだ応援団 「山陰の遺跡と人々の輪を繋げよう！」をスローガンに淀江の上淀廃寺跡
や妻木晩田遺跡の貴重な歴史遺産を活用し、情報発信して市民への周知
を図り、遺跡をもとにしたエコツーリヅムの推進によるまちづくりと他
地域との連携強化により、地域活性化を行なう。

212,000第15回山陰遺跡ネットワーク
会議伯耆大会

秋の全国交通安全運動が始まります！
～ゆずり合う　ゆとりと笑顔　防ぐ事故～　

運動の重点　子どもと高齢者の交通事故防止／夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事
故防止（特に、反射材用品等の着用の推進および自転車前照灯の点灯の徹底）／チャイルドシー
トと全ての座席のシートベルトの使用（着用）の徹底／飲酒運転の根絶
悲惨な交通事故を減らすためには…
ドライバーと歩行者が、お互いに交通ルールを守り、交通マナーアップを意識しましょう。シー
トベルト・チャイルドシートの正しい着用など、自分の身は自分で守ることを常に意識しましょう。
運動期間中は、交通安全の関係者が市内各所で運動を展開します。皆さん、今一度、交通安全に
ついて考えてみましょう！！
９月30日は「交通事故死ゼロをめざす日」です。みんなが交通安全意識を強く持ち、事故のない
日をめざしましょう。　■問合せ　防災安全課（☎２３－５３３８）



市職員の給与などをお知らせします

　職員の初任給

区 分 米子市 国
大学卒 161,600円 172,200円
高校卒 140,100 円 140,100円

※採用前に民間企業などでの勤務経験がない場合です。

　特別職の報酬など
区 分 給料・報酬月額 期末手当
市 長 950,000 円

６月　　1.4月分
12月　　1.5月分

計　　2.9月分

副市長 792,000円
教育長 678,000円
議 長 541,000円
副議長 475,000円
議 員 440,000円

※市長、議員などの特別職の給料・報酬は、「特別職報酬等審議会」
　の答申を受け、市議会での審議を経て条例で定められます。

　職員の平均給料月額と平均年齢

区 分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 348,321円 44.8歳

※諸手当は含んでいません。

　職員数の状況
区 分 職員定数 職員数

市長の事務部局 774人 734人
議会の事務部局 ９人 ７人
監査委員の事務部局 ５人 ５人
選挙管理委員会の事務部局 ５人 4人
教育委員会の事務部局 65人 55人
公平委員会の事務部局 １人 ０人
農業委員会の事務部局 ７人 6人
水道局 114人 110人

合 計 980人 921人

　主な職員手当
手当の区分 内 容

毎
月
支
給
さ
れ
る
も
の

扶養手当 ○配偶者…月額13,000円　　○配偶者以外の扶養親族…１人につき月額6,500円
○16歳から 22歳までの子…１人につき月額5,000円を加算

住居手当 ○月額12,000円を超える家賃を支払って借家などに居住する職員…家賃の額に応じ月額最高
27,000円まで

通勤手当
通勤距離が、いずれも片道２km 以上の場合
○交通機関などの利用者…運賃相当（定期券と回数券のうち安価な方）の額
○自動車などの使用者…通勤距離に応じ、月額 2,200円～ 30,400円

管理職手当
課長級以上の者および保育園長
○部長：75,200円　○次長：64,200円
○課長：54,000円　○主査：47,800円　○園長：43,600円

そ
の
他

特殊勤務手当
特別の考慮を必要とする特殊な勤務に従事したとき
○行旅病死人救護等業務手当（１回につき 1,500円～ 2,500円）
○犬猫等死体処理業務手当（１件につき 300円）など

時間外勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務した場合

期末・勤勉手当

区 分 ６月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分
勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分
合 計 1.90月分 2.05月分 3.95月分

（平成26年４月１日現在）

（平成26年４月１日現在） （平成26年４月１日現在）

（平成26年４月１日現在）

（平成26年４月１日現在）
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よなご環境フェスタ２０１４
【同時開催】キッズ・プレイス１

ワ ン

「ふれあい移動動物園」
■と き　９月20日（土）　午前10時～午後３時
■ところ　米子市文化ホール

▼メインホール　ステージイベント
午前：書道パフォーマンス　（米子西高校書道部）
午後：【クールシェア】無料映画上映会（定員 500人）

▼その他の催し
ミニサイエンスショー、紙すき体験、中海の昔の貝殻
で標本作り、貝やシーグラスのアクセサリー作り、プ
ラレール、リカちゃんぬりえコーナーなど親子で楽し
める企画が盛りだくさんです。

▼キッズ・プレイス１
ワン

「ふれあい移動動物園」（多目的
広場）
動物にふれあえるだけでなく、動物のスケッチやおり
がみを使った工作、えほんの古本市など、こちらも親
子で楽しめる企画となっています。

■問合せ　
「よなご環境フェスタ 2014」については…

環境政策課（☎２３－５２５６）
「キッズ・プレイス１

ワン

」については…
米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

小型家電リサイクルがはじまります
　ご家庭に眠っている携帯電話やデジタルカメラなどの小型家
電を資源として再利用するため、11月から回収の実証事業を
行なう予定です。
　これに先立ち、９月20日の「よなご環境フェスタ 2014」の
会場でもイベント回収を行ないますので、ご家庭で使われなく
なった小型家電を会場までお持ちください。
■と き　９月20日（土）午前10時～午後３時
■ところ　米子市文化ホール「よなご環境フェスタ 2014」会
場
■費 用　無料
■対象品目　回収ボックスの投入口（40センチメートル ×20
センチメートル）に入る大きさの、電気や電池で作動する電子・
電気機器で家庭で使われなくなったものが対象です。

【例】携帯電話、パソコン、プリンター、ビデオレコーダー、
ＤＶＤ・ＢＤプレーヤーおよびレコーダー、電話機、ファクス、
デジタルカメラ、ビデオカメラ、据置型・携帯型ゲーム機、電
卓、電子辞書、ケーブル、リモコン、ＡＣアダプタなど
※携帯電話、パソコン等のデータに含まれる個人情報は必ずあ
らかじめ消去してください。
※次のものは回収できません。

▼電池・バッテリー、蛍光管・電球

▼除湿機、オイルヒーター等の機器内にガスや油脂を含むもの

▼こたつ、マッサージチェア、ホットカーペット、ステレオ等
の可燃素材が含まれるもの

▼家庭以外から排出されたもの

▼家電リサイクル法で定められている「テレビ・エアコン・冷
蔵庫（冷凍庫）・洗濯機（衣類乾燥機）」の家電４品目

■問合せ　環境政策課（☎２３－５２５９）

ファミリーコンサート～音楽のおもちゃ箱～
　どなたでも気軽に生演奏を楽しんでもらうコンサート。ビオ
ラ、クラリネット、ピアノと歌で奏でる音楽をお楽しみくださ
い。０歳の赤ちゃんから参加していただけるアートスタート事
業です。ビオラ、クラリネット、ピアノとうたで「おもちゃの
チャチャチャ」ほかの楽しいコンサート。午後の部には音楽物
語「ペール・ギュント」も演奏されます。また各公演終了後、
４歳以上を対象にヴァイオリン体験コーナーもあります。
■と き　９月７日（日）
♪０才からのはじめてのコンサート♪
開場：午前10時45分、開演：午前11時、終演：午前11時30分
♪４才からのはじめてのコンサート♪
開場：午後１時45分、開演：午後２時、終演：午後２時45分

■ところ　米子市淀江文化センター（さなめホール）
■チケット　おとな券500円、小中学生券300円（当日各200
円増し）、未就学児無料
■問合せ　米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）

「よどえまるごと道草日和」
　米子市淀江町地域やむきばんだ史跡公園などを会場にさまざ
まな体験プログラムを実施する「よどえまるごと道草日和」が
９月から11月にかけて開催されます。
　期間中に行なわれる各プログラムの内容や参加申込方法につ
いては、市役所や各公民館などで配布しているプログラムガイ
ドをご確認ください。
■開催期間　９月７日（日）～11月15日（土）（予定）
■問合せ　淀江支所よどえまちづくり推進室（☎５６－３１６４）

米子市下水道月間
　下水道の普及と活用を促進するため、９月10日を中
心とする約１週間を「下水道の日」として、全国各地で
活発な運動が展開されます。
　米子市では、９月を「米子市下水道月間」として、下
水道の普及や行事を積極的に展開します。

○下水道施設見学会を開催します
　安倍にある内浜処理場で施設見学会を開催しま
す。事前申込み不要、参加費は無料ですので、お誘
い合わせのうえ、ご来場いただきますようご案内し
ます。
■と き　９月７日（日）午前の部：午前10時～

午後の部：午後２時～
※ 10分前までに内浜処理場正面玄関前に集合して
ください。所要時間は、１時間程度です。
■ところ　内浜処理場（米子市安倍300番地）
■注意事項　駐車スペースには限りがありますの
で、乗り合わせのうえご来場ください。処理場内は
危険箇所も多数ありますので、係員の誘導に従って
ください。歩きやすい履物でお越しください。

○「よなご環境フェスタ2014」に出展します
　９月20日（土）に米子市文化ホールで開催される

「よなご環境フェスタ 2014」に、下水道コーナー
を設け、下水道の仕組みの説明や相談に応じます。

○下水道の普及促進啓発活動を行なっています
　米子市では、下水道が利用できる地域内で、下水
道をまだ利用されていないご家庭を訪問し、接続の
お願いを実施しています。※訪問時は、米子市の
身分証明書を携行しています。

■問合せ　下水道営業課（☎３４－１３８７）



◆ワールドカフェとは…
　カフェにいるようなリラックスした雰囲気の中、少人数に分けたテーブルで自由な対話を行ない、ときどき他のテーブルのメン
バーとシャッフルして対話を続けながら、参加する全員の意見や知識を集めることのできる話し合いの手法です。

あなたも総合計画の策定に参加しませんか
　米子市では、平成28年度から始まる新たな総合計画を市民の皆さんと一緒に策定することとしています。この計画づく
りにあなたも参加してみませんか？
◆総合計画とは…市の将来像やまちづくりの基本目標を掲げたもので、市が策定するまちづくり計画の中でもっとも上位
に位置付けられる計画です。
　総合計画審議会の委員を募集します
　策定にあたり、新たな総合計画を審議していただく委員を募集します ｡
■公募人数・応募資格　５人（平成26年９月１日現在、満20歳以上で、市内に在住または通勤・通学している人）
■応募方法　「委員に応募する理由・動機」を400字から800字程度にまとめ、応募申込書を同封のうえ、企画課（本庁舎４階）
までご応募ください ｡ ※応募申込書は，市ホームページからダウンロードしていただくか、企画課窓口でお受け取りください。
■応募期限　９月30日（火）必着　■任期・会議開催　２年の任期中に、会議を８回程度開催予定
■その他　報酬として、１回につき7,000円を支給します ｡

　中学生・高校生のワークショップ「よなご未来カフェ」（次世代版）の参加者を募集します
　次世代を担う中学生、高校生を対象に、魅力ある米子にするための意見交換をしていただくワールドカフェ、「よなご未
来カフェ」を開催します。米子市の未来づくりについて、若い世代の皆さんのご意見をぜひお聞かせください ｡

■応募資格　中学生・高校生（市内に在住または通学している方）20人程度
■応募方法　企画課（本庁舎４階）に直接お申し込みいただくか、住所、氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、郵送、ファ
クシミリ、E メールなどでご応募ください。
■応募期限　９月25日（木）　■開催日　９月28日（日）午前10時から２時間程度　
■開催場所　市役所４階401会議室※第４回市民まちづくりワークショップ「よなご未来カフェ」と同時開催します。
○市民まちづくりワークショップ　「よなご未来カフェ」【第３回：９月７日（日）、第４回：９月28日（日）、
ともに午前10時～】　の参加も受け付け中です。応募方法は上記と同じ。くわしくは、米子市ホームペー
ジでご確認ください。
■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市加茂町１丁目１番地　米子市企画課（☎２３－５３５８・５３５１、ＦＡＸ２３－
５３９２、Ｅメール :kikaku@city.yonago.lg.jp）

米子市在宅高齢者実態調査にご協力をお願いします
　米子市と米子市民生児童委員協議会は共同で、高齢者の皆さんが地域で安心して暮らしていただけるよう、市内にお住
まいの一人暮らしの高齢者と高齢者のみの世帯について、緊急時の連絡先や日常生活上の困りごとなどを調査しています。
　この調査では、より多くの高齢者の方を調査対象とするため、住民基本台帳の情報に基づき、それぞれの地区担当の民
生児童委員がお伺いします。
　ご回答いただいた情報は、支援の必要な方の把握や日常の支援活動、市の高齢者福祉施策の基礎資料とさせていただく
とともに、緊急時や災害時の対応に役立てさせていただき、目的外の利用はいたしません。
　本調査の趣旨をご理解のうえ、調査票の記入、提出にご協力をお願いします。
■問合せ　長寿社会課（☎２３－５５４１）

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の申請はお済みですか？
○期限までに申請を
　米子市では「臨時福祉給付金」および「子育て世帯臨時特例給付金」の対象となる可能性のある方
へ申請書を発送していますが、まだ申請されていない方がおられます。
　申請期限は平成26年12月１日（月）（当日の消印有効）ですので、申請されていない方は、お早め
に申請手続きをしてください。
○申請書を提出する際に、必ずもう一度ご確認を
　これまで郵送いただいた申請書には、添付書類の不備が多く見受けられます。郵送で申請される場
合は、必ずもう一度、記入例等をご確認のうえ提出いただきますよう、よろしくお願いします。
　なお、添付書類が添付されていない場合、書類の再提出のお願いをしておりますので、ご協力をお願いします。
＜確認のポイント＞
本人確認書類の写しを同封しましたか。／通帳またはキャッシュカードの写しを同封しましたか。／その他、必要な書類
の写し等を同封しましたか。
※その他必要な書類の写しにつきましては、記入例等をご確認ください。
※臨時福祉給付金申請書の加算措置の欄で自筆のチェックがあった場合、年金額改定通知書等の写しが必要になるケース
がありますので、ご注意ください。
■問合せ　○申請方法に関するお問い合わせ…米子市臨時福祉給付金事業等実施本部（☎２３－５５１０）
　　　　　○制度に関するお問い合わせ…厚生労働省「２つの給付金専用ダイヤル」（☎０５７０－０３７－１９２）



写真講座・写真撮影会 inよどえ
　現在作品を募集している「淀江の魅力再発見！ フォトコ
ンテスト 2014」の一環として、『写真講座・写真撮影会 in
よどえ』を開催します。講座のみ、撮影会のみの参加も可
能です。参加無料ですが、事前の申込みが必要です。
写真講座
　写真撮影初心者を対象とした写真講座です。「写真の楽し
み方・構図のとり方」などを教えていただきます。

▼とき　10月４日（土）午前10時～正午（午前９時30分受付）

▼ところ　淀江公民館２階　第３会議室
写真撮影会
　よどえのまちなかの風景を使って写真を撮影するフィー
ルドワークです。普段お使いのカメラやケータイなどをお
持ちください。（雨天決行）

▼とき　10月４日（土）午後１時30分～４時30分（午後１時
受付）

▼集合場所　淀江公民館２階　第３会議室
■講師　石

い し ま る

丸なつ子さん（サークルＵ）
■定員　各30人（先着順）
　くわしくは市役所などに設置のチラシまたは米子市ホー
ムページでご確認ください。
■申込・問合せ　淀江支所よどえまちづくり推進室（☎
５６－３１６４）

とっとりの文化遺産魅力発掘プロジェクト

よどえの郷トークプレイス
『よどえの古墳時代を考える』

　よどえの歴史・文化を代表する古墳をテーマにした講座
を開催します。
■とき　第１回　９月14日（日）午後１時30分～３時30分
　　　　第２回　10月25日（土）午後１時30分～３時30分
■ところ　鳥取県立むきばんだ史跡公園　弥生の館むきば
んだ　体験学習室
■定員　60人（先着順で定員になり次第締切）
■参加費　無料
■申込方法　メール、電話、ＦＡＸで開催日の５日前まで
にお申し込みください。席に余裕があれば当日の参加も可
能です。
■主催　とっとりの文化遺産魅力発掘プロジェクト実行委員会
■共催　上淀白鳳の丘展示館・鳥取県立むきばんだ史跡公園
■申込・問合せ　上淀白鳳の丘展示館（☎・ＦＡＸ５６－
２２７１、Ｅメール：tenjikan@hakuhou.jp）

山陰鉄道の魅力再発見！ワクワクも一緒にのせて
「第２回 私の一押し山陰鉄道写真コンテスト」
　山陰の車両、駅舎のある風景、鉄道と人との暮らしぶり
が見える一場面、列車で行く家族や友人との旅行スナップ
など、鉄道に関する写真の応募をお待ちしています。プロ・
アマは問いません。入賞者には賞品などがあります。
■テーマ　山陰の鉄道に関する風景写真（車両・駅舎・車
両とその周辺など）
■募集期間　11月30日まで
■審査・発表　審査12月（予定）、発表１月（予定）
※米子市観光協会ホームページ、鉄道写真コンテストホー
ム ペ ー ジ（http://www.yonago-navi.jp/rail_contest/）
等でお知らせします。
※応募方法、注意事項などくわしくは、山陰鉄道写真コン
テストホームページでご確認ください。 
■問合せ　米子市観光協会「山陰鉄道写真コンテスト係」（☎
３７－２３１１、ＦＡＸ３７－２３７７）

緑化活動支援金交付希望者を追加募集します
　平成26年５月～６月に、米子市緑と花の街づくり基金を活用し、緑化活動を対象として補助金の交付希望団体を募集し
たところ、草花緑化活動コース募集10団体に対し８団体、樹木緑化活動コース２団体に対し１団体に交付決定しましたが、
交付団体が募集団体に満たなかったため次のとおり、希望団体を追加して募集します。
■応募できる団体　市内各地域において緑化活動を行なうために結成された団体／まちづくり活動を行なうために結成さ
れた団体。※既に補助金の交付が決定している団体は応募できません。
■補助金の支払方法　年度内に事業を終了され、完了届出書、実績報告書および支払請求書を提出いただいた後、お支払
いします。
■補助金の種類　補助金交付の種類は次のとおりです。
・草花緑化活動コース…対象の活動に必要な額（上限２万円）。花壇、プランター等の新設、増設および維持管理ならびに

植樹することができる公共の場所に新規に草花を植栽する場合のみを対象
・樹木緑化活動コース…対象の活動に必要な額（上限５万円）。市内の公に開放された場所に新規に樹木を植栽する場合の

みを対象
■募集数　草花緑化活動コース…２団体、樹木緑化活動コース…１団体
■募集期間　９月１日（月）～10月14日（火）
■申請方法　交付申請書、実施を予定する場所の位置図と現況写真、収支予算書、団体の定款、規約または会則の写し、
年間事業計画書を維持管理課（市役所本庁舎２階）に提出してください。交付申請書などの書類は、「米子市ホームページ」
からダウンロードもできます。
■選考方法　交付要綱に基づき審査します。なお、申請された件数が募集件数を超えた場合には抽選によって決定します。
■申込・問合せ　維持管理課公園維持係（☎２３－５２４９）

第５回オールジャパンケアコンテスト
■とき　10月18日（土）
開会式：午前９時30分～、コンテスト：午前10時～、記
念講演：午後２時～、閉会式・表彰式：午後３時 40 分～

■ところ　米子コンベンションセンター
■記念講演テーマ
「地域包括ケアシステムの構築に向けた保険者、地域包括
支援センターおよび介護サービス事業者の新たな展開」

■講師　埼玉県和光市保健福祉部長　東内京一さん
※介護福祉用具の展示販売を多目的ホールホワイエで開催。
■入場料　無料
■問合せ　第５回オールジャパンケアコンテスト実行委員
会（☎２４ー３１１１）



共
存
か
ら
共
生
へ

　
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
21
世
紀

に
入
り
、
10
年
以
上
の
月
日
が
流
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
の
国
際
化
社
会
の
進
展

に
伴
い
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
の
方
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
、
安

心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

環
境
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

残
念
な
が
ら
、
文
化
・
慣
習
の
違
い

や
日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
就
職
や
職
場
で
不
利
な
扱
い

を
受
け
た
り
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
へ
の
入

居
が
断
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
、
今

も
な
お
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

で
は
、
特
定
の
国
籍
の
方
を
一
方
的
に

の
の
し
る
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
実
施
し
た
「
市
民
意
識

調
査
」
に
お
い
て
も
、「
在
日
韓
国
人
・

朝
鮮
人
の
方
が
就
職
や
仕
事
の
待
遇
な

ど
で
不
利
な
扱
い
を
受
け
る
」
こ
と
を

「
人
権
上
の
問
題
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

方
が
、
３
１
．
８
％
（
平
成
19
年
調
査

６
３
．
５
％
）
と
大
幅
に
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
つ
ら
い
思

い
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
、
あ
な

た
の
身
近
に
も
、
き
っ
と
い
る
は
ず
で

す
。
お
互
い
が
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
よ

う
、
今
一
度
自
分
に
問
い
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

あ
な
た
自
身
が
、
あ
な
た
の
家
族
が
、

言
葉
が
あ
ま
り
通
じ
な
い
異
国
の
地
で

生
活
し
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
外
国
人
と
し
て
疎
外
感
を

感
じ
て
い
る
こ
と
を
。
そ
ん
な
時
、
親

身
に
な
り
優
し
く
接
し
て
く
れ
る
人
が

い
た
ら
、
ど
ん
な
に
う
れ
し
く
、
頼
も

し
く
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
ど
こ
の
国
の
人
」
と
い
う
前
に
、
み

ん
な
が
「
一
人
の
人
間
」
と
い
う
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、「
一

人
の
人
間
」
と
し
て
、
誰
も
が
幸
せ
に

生
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
民
族
や

宗
教
、
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
は
、
当

然
存
在
し
ま
す
。
行
き
違
い
や
誤
解
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
日
本
の
各
地
域
に
お
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
、
様
々
な

生
活
習
慣
な
ど
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
お
互
い
が
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
、
理
解
し
合
お
う
と
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
る
文

化
を
尊
重
し
、
時
に
は
歩
み
寄
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
の
先
に
、
自
分
に
誇

り
を
持
て
、
共
に
生
き
る
社
会
が
築
か

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　

　
　
私
た
ち
一
人
一
人
の
力
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
の
力
が
一
つ
に
な
れ
ば
、
大
き
な
大
き
な
力
と
な
っ
て
、
こ
の
問
題
が
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

◎問合せ　米子市美術館　（☎３４－２４２４）

《米子彫刻ロード》
　米子彫刻ロードには、1988年から2006年にかけ
２年に一度開催された「米子彫刻シンポジウム」にお
いて制作された36基を含む彫刻が設置されています。
　「米子彫刻シンポジウム」は、真夏の約40日間にわ
たる公開制作を通して、大きな石の塊が日に日に姿か
たちを変え「彫刻」になっていく過程を見たり、作
家とじかに言葉を交わすことにより、アートを身近
に感じられる貴重な機会でもありました。
　内町ポケットパーク〜湊山公園〜加茂川遊歩道沿
い〜米子駅〜西部総合事務所前に至る約3.6キロのこ
の道のりは「米子下町と彫刻ロードをたどるみち」と
して「美しい日本の歩きたくなるみち500選」にも選
ばれています。
　当館では、10月５日（日）に米子艇庫横を起点に学
芸員の解説を交えて彫刻ロードを散策するミュージ
アムスクール「米子彫刻ロード探検ツアー」を行な
います。参加無料・申込み不要ですので、ぜひこの
機会に彫刻ロードを巡ってみましょう。

過去に開催した米子彫刻ロード探検ツアーの様子

美しい日本の歩きたくなるみち500選



　
「
児
童
手
当
」
現
況
届
の
提
出

は
お
済
み
で
す
か

　

米
子
市
か
ら
の
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
受
給
資
格
の

確
認
の
た
め
「
現
況
届
」
の
提
出

が
毎
年
６
月
に
必
要
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
６

月
分
以
降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
受
給
中
の
方
に
は
５
月
末

に
現
況
届
を
郵
送
し
、
６
月
中
に

提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

至
急
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
（
☎
23

―
５
１
３
５
）

　

10
月
５
日
㈰
は
秋
の
市
内
一
斉

清
掃
で
す
！

　

私
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
道
路
や

河
川
、
公
共
用
排
水
路
な
ど
を
き

れ
い
に
し
、
快
適
で
住
み
良
い
ま

ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
施
日
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ

し
く
は
、
各
地
区
の
「
環
境
を
よ

く
す
る
会
」
か
、環
境
政
策
課
（
☎

23
―
５
２
５
９
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

終
戦
当
時
の
引
揚
者
お
よ
び
そ

の
ご
家
族
の
方
々
へ

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

関
、海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う

ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば

か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。お
心
あ
た
り
の
方
は
、

上
陸
港
を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は

境
税
関
支
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
８
４
―
０
０
３
４

　

境
港
市
昭
和
町
11
―
18　

境
税

関
支
署
（
☎
42
―
２
２
２
８
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
42
―
３
８
９
３
）

　

計
量
器
（
は
か
り
）
定
期
検
査

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
６
月
号
に
て
計
量
器
（
は

か
り
）
の
定
期
検
査
日
程
を
掲
載

　

一
般
財
団
法
人　

米
子
市
生
活

環
境
公
社
で
は
、
次
の
と
お
り
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

技
術
職
員
Ａ　

６
人

技
術
職
員
Ｂ　

３
人

職
務
内
容

技
術
職
員
Ａ
は
米
子
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
施
設
）
の

運
転
業
務
な
ど
に
、
技
術
職
員
Ｂ

は
米
子
市
下
水
処
理
施
設
の
運
転

業
務
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
技
術
職
員
Ａ
は
、
昭
和
28
年
１
月

２
日
か
ら
平
成
９
年
３
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
計
装
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
、
機
械
、
電
気
い

ず
れ
か
の
業
務
経
験
５
年
以
上
（
ま

た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
経
験
の
通
算

合
計
が
５
年
以
上
）
を
有
す
る
人

・
技
術
職
員
Ｂ
は
、
昭
和
27
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
２
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、電
気（
電

気
・
電
気
計
装
・
低
圧
電
気
等
）

の
業
務
経
験
５
年
以
上
を
有
す
る

人
で
、
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る

こ
と
が
で
き
る
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定

を
除
く
。）
の
あ
る
人

【
技
術
職
員
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
今

回
、
特
に
電
気
の
業
務
経
験
者
を

補
充
す
る
た
め
】

試
験
日
・
科
目

い
た
し
ま
し
た
が
、
日
程
の
一
部

に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
実
施
時
間
、
場
所

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
日
時
・
場
所

○
変
更
前

９
月
22
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

就
将
公
民
館

○
変
更
後

９
月
25
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

就
将
公
民
館

【
検
査
の
日
程
】

実
施
日
時
・
場
所

９
月
２
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

住
吉
公
民
館

９
月
５
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

啓
成
公
民
館

９
月
９
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

義
方
公
民
館

９
月
12
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　
米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

９
月
25
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

就
将
公
民
館

問
合
せ

商
工
課
（
☎
23
―
５
２
１
６
）

鳥
取
県
く
ら
し
の
安
心
推
進
課

（
☎
０
８
５
７
―
26
―
７
６
０
１
）

　

米
子
市
生
活
環
境
公
社
職
員
を

募
集
し
ま
す

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

く
ら
し
の情

報

▼
第
１
次
試
験　

10
月
15
日
㈬
に

教
養
、
作
文
。
場
所
は
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
第
２
次
試
験　

11
月
中
旬
に
面

接
。
く
わ
し
く
は
、
第
１
次
試
験

合
格
者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

採
用
時
期

・
技
術
職
員
Ａ
は
、
平
成
27
年
３

月
か
ら
平
成
28
年
１
月
ま
で
の
間

に
順
次

・
技
術
職
員
Ｂ
は
、
平
成
27
年
２

月
か
ら
平
成
27
年
４
月
ま
で
の
間

に
順
次

申
込
受
付
期
間

９
月
８
日
㈪
～
22
日
㈪（
た
だ
し
、

土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
請

求
、
申
込
、
問
合
せ　

米
子
市
中

町
20
番
地　

米
子
市
役
所
旧
庁
舎

３
階　

一
般
財
団
法
人　

米
子
市

生
活
環
境
公
社
事
務
局
（
☎
22
―

４
９
２
０
）

　

短
期
ヨ
ガ
講
座
受
講
生
募
集

　

米
子
市
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
平
成
26
年
度
第
２

回
短
期
ヨ
ガ
講
座
」
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

と
き　

10
月
８
日
㈬
～
11
月
26
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

米
子
市
淀
江
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー



講
師　

三み
さ
わ澤

明あ

さ

こ

紗
子
さ
ん

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　

７
人

申
込
期
限　

９
月
22
日
㈪
必
着

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
米
子

市
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
70
代
、
80
代
の
方
も

体
調
に
あ
っ
た
ヨ
ガ
を
実
施
し
ま

す
の
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

〒
６
８
３
―

３
４
０
２　

米
子
市
淀
江
町
淀
江

１
１
１
０
―
１　

米
子
市
淀
江

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
56
―

５
４
６
７
）

　

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
各
種
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
採
用
試
験
日
程

募
集
種
目
・
試
験
日
（
１
次
試
験
）

▼
防
衛
大
学
校
生
（
推
薦
）

　

９
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

▼
防
衛
大
学
校
生
（
総
合
）

　

９
月
27
日
㈯

※
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
、
９
月

５
日
㈮
～
９
日
㈫

▼
防
衛
大
学
校
生
（
一
般
前
期
）

　

11
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

▼
防
衛
医
科
大
学
校

　

11
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生

　

10
月
18
日
㈯

※
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
、
９
月

５
日
㈮
～
30
日
㈫

受
験
資
格　

平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

技
能
講
習
受
講
者
募
集

　
（
公
社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
高
年
齢

者
の
再
就
職
を
支
援
す
る
目
的

で
、
技
能
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
剪
定
ス
タ
ッ
フ
技
能
講
習

講
習
期
間　

９
月
22
日
㈪
～
10
月

３
日
㈮
の
う
ち
９
日
間

講
習
会
場

（
座
学
）
米
子
産
業
体
育
館

（
実
習
）
県
公
民
館
、
福
米
西
公

民
館
ほ
か

募
集
締
切　

９
月
８
日
㈪

定
員　

15
人

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
交
通

費
、
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

○
調
理
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

講
習
期
間　

10
月
６
日
㈪
～
17
日

㈮
の
う
ち
９
日
間

講
習
会
場　
日
吉
津
村
中
央
公
民
館

募
集
締
切　

９
月
22
日
㈪

定
員　

15
人

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
交
通

費
、
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

○
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

講
習
期
間　

10
月
15
日
㈬
～
11
月

６
日
㈭
の
う
ち
４
日
間

講
習
会
場　

米
子
食
品
会
館

募
集
締
切　

10
月
１
日
㈬

定
員　

10
人

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
交
通

費
、
昼
食
代
・
証
明
写
真
代
は
自

己
負
担
）

い
ず
れ
の
講
習
も
対
象
は

①
55
歳
以
上
で
、
就
職
・
就
業
を

希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
込
み
を
し
て
い
る
方

②
全
日
程
受
講
可
能
な
方

申
込
・
問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
（
☎
37
―
２
５
３
１
）

（
申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米

子
、
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。）

　

ふ
れ
あ
い
の
里　

健
康
講
座

と
き　

９
月
８
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
～

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階

　

中
会
議
室

テ
ー
マ　
「
肩
こ
り
と
慢
性
的
な

腰
痛
～
圧
痛
点
と
痛
み
の
誘
発
か

ら
み
た
診
断
と
治
療
～
」

講
師　

博
愛
病
院　

麻
酔
科
部
長

兼
手
術
部
長　

堀ほ
り

真し
ん
や也

さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
の
里
（
☎
23

―
５
４
９
１
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
41
回
）

と
き　

９
月
18
日
㈭　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
な
ぜ
今
、
色
覚
検
査

が
必
要
か
？
」

講
師　

佐
古
眼
科
医
院　

院
長　

佐さ

こ古
博ひ

ろ

恒つ
ね

さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取
県
西
部

医
師
会
（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー　

緩
和
ケ

ア
病
棟
開
設
記
念
講
演
会

と
き　

10
月
４
日
㈯　

午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

▼
講
演　
「
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
」

時
間　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

講
師　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和

ケ
ア
内
科
医
長　

松ま
つ
な
が永
佳よ

し
こ子
さ
ん

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
病

棟
看
護
師
長　

三み
た
に谷
順じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん

▼
特
別
講
演　
「
現
代
医
療
と
ホ

ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
」

講
師　

淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
・

金
城
学
院　

柏か
し
わ
ぎ木

哲て
つ
お夫

さ
ん

時
間　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

参
加
費　

無
料

主
催　
（
独
）
国
立
病
院
機
構　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域

医
療
連
携
室
（
☎
37
―
３
９
３
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
37
―
３
９
３
１
）

　

中
国
語
入
門
講
座

　
「
中
国
語
入
門
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
中
国
語
の
講
座
を
通
じ

て
、
中
国
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き　

10
月
７
日
～
２
月
10
日
の

全
15
回
（
原
則
と
し
て
火
曜
日
）

昼
の
部　

午
後
３
時
～
４
時

夜
の
部　

午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、

ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
方

で
こ
れ
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し

よ
う
と
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、

25
・
26
年
度
に
受
講
さ
れ
た
方
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品
　
　
誇
り
で
す
　
父
母
が
笑
顔
で
働
く
　
ぼ
く
の
ま
ち
　
　
　
一
般
応
募
作
品



講
師　

米
子
市
中
国
国
際
交
流
員 

連　

正
（
レ
ン　

セ
イ
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
２
０
０
０
円
が
必
要
）

募
集
人
員　

20
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

応
募
締
切　

９
月
18
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

韓
国
語
入
門
講
座

　
「
韓
国
語
入
門
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
韓
国
語
の
講
座
を
通
じ

て
、
韓
国
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き　

10
月
９
日
～
２
月
26
日
の

全
15
回
（
原
則
と
し
て
木
曜
日
）

昼
の
部　

午
後
３
時
～
４
時

夜
の
部　

午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、

ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
方

で
こ
れ
か
ら
韓
国
語
を
勉
強
し

よ
う
と
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、

25
・
26
年
度
に
受
講
さ
れ
た
方
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

講
師　

米
子
市
韓
国
国
際
交
流
員 

尹
慈
英
（
ユ
ン　

ジ
ャ
ヨ
ン
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
２
０
０
０
円
が
必
要
）

募
集
人
員　

20
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

応
募
締
切　

９
月
18
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
（
入

門
編
）
受
講
者
募
集

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
な
う
手
話

奉
仕
員
養
成
の
講
習
会
で
す
。

と
き　

10
月
23
日
～
（
毎
週
木
曜

日
、
全
21
回
）
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
他

内
容　

実
技
、
聴
覚
障
が
い
者
福

祉
等
に
関
す
る
講
義

対
象　

高
校
生
以
上
で
聴
覚
障
が

い
者
等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
の

あ
る
方

定
員　

40
人
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

受
講
料　

２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
別
途
）

申
込
締
切　

10
月
７
日
㈫
必
着

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
県
中
部

聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
５
８
―
27
―
２
３
５
５
）

　

第
35
回
米
子
市
福
祉
の
つ
ど
い

―
１
，
０
０
０
人
ウ
ォ
ー
ク
―

　

障
が
い
の
あ
る
方
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ウ
ォ
ー
ク
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
交
流

を
深
め
ま
す
。

　

今
年
は
、
開
催
場
所
を
ど
ら
ド

ラ
パ
ー
ク
米
子
市
民
体
育
館
と
そ

の
周
辺
に
移
し
て
行
な
い
ま
す
。

と
き　

９
月
28
日
㈰　

午
前
９
時

～
正
午

集
合
場
所　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米

子
市
民
体
育
館

申
込
締
切　

９
月
10
日
㈬

問
合
せ　

米
子
市
福
祉
の
つ
ど

い
事
務
局
（
福
祉
の
つ
ど
い
専

用
電
話
…
０
９
０
―
２
０
０
４

―
８
０
７
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
37
―

３
８
５
５
）

　

第
40
回
親
子
体
力
づ
く
り
大
会

　

親
子
で
行
な
う
簡
単
な
体
操
、

器
具
体
操
で
す
。

と
き　

10
月
13
日
㈪
・
㈷

受
付　

８
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

市
民
体
育
館

対
象　

未
就
学
の
幼
児
（
３
～
６

歳
）
と
保
護
者
の
方
で
す
。

※
申
込
み
用
紙
は
９
月
初
旬
頃
に

公
民
館
、
保
育
園
、
幼
稚
園
で
お

配
り
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―

５
４
２
６
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
１
日
コ
ー
ス
）

と
き　

９
月
14
日
㈰　

午
前
９
時

10
分
米
子
駅
集
合
（
９
時
35
分
米

子
駅
発
）

行
き
先　

大
崎
・
葭
津
方
面
（
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
鳥
取
米
子
ソ
ー
ラ
ー

パ
ー
ク
・
と
っ
と
り
自
然
環
境
館

ほ
か　

行
程
約
６
㎞
）
弁
当
持
参

解
散
予
定　

午
後
３
時
30
分
頃
米

子
駅
解
散

運
賃　

往
復
４
２
０
円

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―

５
４
２
６
）

　

第
14
回
全
国
障
が
い
者
芸
術
・

文
化
祭
と
っ
と
り
大
会
関
連
事
業

　

米
子
市
障
が
い
者
ア
ー
ト
展

　

市
内
の
障
が
い
者
施
設
に
入
通

所
さ
れ
る
障
が
い
の
あ
る
方
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期　

９
月
26
日
㈮
～
10
月
６
日

㈪
（
10
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今年のオータムジャンボ宝くじ
１ 等・ 前 後 賞 合 わ せ て
３億９千万円！
■発売期間　９月19日（金）～
10月10日（金）
■抽せん日　10月17日（金）
　この宝くじの収益金は、市町
村の明るいまちづくりや環境対
策、高齢化対策など地域住民の
福祉向上のために使われます。

鳥取県消防ポンプ操法大会
結果のお知らせ

　平成26年７月６日（日）に鳥取県消防学
校で開催された、第60回鳥取県消防ポン
プ操法大会において、米子市消防団は昨
年に続き好成績をあげました。
・「小型ポンプ操法の部」　優勝

　米子市消防団福生東分団
・「ポンプ車操法の部」　第三位

　米子市消防団成実分団

おわびと訂正
　「広報よなご８月号」13ページ「ミ
ニ手話講座受講者募集」の記事の中に
誤りがありました。おわびして訂正し
ます。
■申込書の請求・問合せ
鳥取県中部聴覚障がい者センター
（誤）（０８５７―２７―２３５５）
（正）（０８５８―２７―２３５５）
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平成26年度（第50回）

　生涯学習講座「米子人生大学」を、開講中です。
　皆さんのご参加をお待ちしています。
■期 日　６月２日（月）～ 11月17日（月）　年間11回
　　　　午後２時～４時（開場：午後１時30分）
■会 場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　今年度初めて受講される方は、受付にて申込
票をご記入ください。
■受講料　年間1,000円　※公開講座の受講は無料です。
※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）
★９月の講座
とき 内 容

９月１日
（月）

【公開講座】

「手と手で楽しくお話ししませんか
～手話の世界をのぞいてみましょう～」

 鳥取県手話通訳登録派遣員

９月22日
（月）

「古代ロマンの宝庫・米子」
ライブ漫画家　松

ま つ む ら

村宏
ひろし

（ゴロ画伯）さん

９月29日
（月）

「楽しく歌いましょう」
米子男声合唱団　ビルバルバ

※年間スケジュールは、チラシ裏面でご確認ください
※米子人生大学は、とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆勤賞・永年受講賞
を設けています。
■主 催　米子市教育委員会・米子人生大学友の会　

米子市立図書館ビジネス支援（要事前申込）
●「起業・経営なんでも相談会」
とき・ところ　７日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）

●「起業・事業融資相談会」
とき・ところ　７日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　日本政策金融公庫米子支店（☎３４－５８２１）

●「労務出張無料相談会」
とき・ところ　11日（木）午後２時～５時・２階研修室
予約先　鳥取県産業振興機構西部支部（☎２７－１９４２）

●「米子若者サポートステーション出張相談」
とき・ところ　16日（火）午後１時～５時・２階研修室
予約先　米子若者サポートステーション（☎２１－８７６６）

●「ビジネス情報相談会」
とき・ところ　19日（金）午後１時～３時・２階研修室
予約先　鳥取県立図書館（☎０８５７－２６－８１５５）

●「特許無料相談」
とき・ところ　24日（水）午後１時～４時・２階研修室
主催・予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）

国民年金保険料の納付をお忘れなく
「保険料は便利な口座振替をおすすめします！」

①毎月、金融機関等に出向くことがなくなり便利です。
②通帳が家計簿や領収書代わりになって便利です。
「口座振替の早割にすると保険料が50円割引！」

　通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、届出により、
当月末日振替にすると毎月50円の割引がありお得です。（早
割といいます。）
※初回のみ２か月分振替させていただきます。
※保険料の一部免除の承認を受けている方は、早割の対象
となりません。

「申込み手続きは？」
　口座振替のお申込みは、年金事務所または口座をお持ち
の金融機関・ゆうちょ銀行の窓口で手続きを行なっていた
だくか、申込用紙を年金事務所へ郵送してください。
■問合せ　保険年金課年金係（本庁舎１階５番窓口）（☎
２３－５１４２）、米子年金事務所（☎３４－６１１１）

ハンセン病回復者の方々との県民交流事業の参加者募集
　岡山県の国立ハンセン病療養所に入所されている方々と県民とのふれあいを通し、入所者の方々に生きがいを持って過
ごしていただくとともに、ハンセン病への差別と偏見をなくし、人権意識を高めてもらうため、交流事業を実施します。
事業内容は、入所者の方との交流、施設見学、納骨堂お参り等です。
■と き　10月23日（木）午前８時～午後８時　■訪問先　国立療養所邑久光明園、国立療養所長島愛生園
■募集人数　24人（ただし、鳥取県民の方のみ。）※ 応募者多数の場合はお断りすることがあります。なお、初めて訪問
される方を優先しますのでご了承ください。　■参加料　無料（昼食は各自で用意）
■応募方法　書面（はがき、封書、ファクシミリ）に住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、訪問経験の有無、入所者
の方に聞きたいことを記入して、応募してください。　■応募締切　10月３日（金）
■申込・問合せ　〒６８３－０８０２　米子市東福原１－１－45　西部総合事務所福祉保健局（米子保健所）健康支援課　
ハンセン病交流事業担当（☎３１－９３１７、ＦＡＸ３４－１３９２）

米子市少年育成センター
運営協議会委員を募集します

　米子市少年育成センターが行なう、青少年の非行防止と
健全育成に関する業務の基本計画について審議する運営協
議会の委員を募集します。委員の任期は２年間で、２時間
程度の会議を年１回開催します。
■募集人数　２人
■応募資格　平成26年９月１日現在、満20歳以上で、市内
にお住まいか、通勤・通学している方
■応募方法　次の書類を生涯学習課に郵送いただくか、ご
持参ください。
①小論文　委員に応募する理由・動機および青少年問題に
ついての考えを800字程度にまとめてください。
②申込書（様式は問いません。）　氏名（ふりがな）、住所、
電話番号、生年月日、職業（団体または学校）、職歴、資格
およびボランティア活動等の実績を明記してください。
■応募期限　９月19日（金）必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類選考します。
■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市東町161ー２
　生涯学習課（☎２３－５４４１）
○運営協議会は、今回公募する委員を含め15人以内の委員
で組織し、青少年関係団体の代表者や関係行政機関の職員
で構成されます。
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■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。

▼ 10日（水）、10月10日（金）午後１時～４時／市役所
第２庁舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
※鳥取地方法務局米子支局（☎２２－６１６１）では、毎
日人権相談に応じています。

■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼４日（木）、19日（金）、
10月２日（木）／市役所本庁舎４階402会議室。いずれ
も午後１時～４時／問市民相談課（☎２３－５３７８）

■多重債務・法律相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 18
日（木）午後１時30分～４時／米子コンベンションセン
ター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４
－２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クー
リング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。

▼ 平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市
役所本庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－
６５６６）

■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費
者金融などについて、弁護士が相談に応じます。１件
30分5,000円。※ただし、多重債務（クレジット、消
費者金融）の相談は無料。要予約（受付：平日午前９時
～午後５時） ▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満
屋４階／問鳥取県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）

■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日（祝日・休日および年末年始は除く。
ただし、月・水曜日が祝日・休日の場合はその翌日）の
午前10時～午後３時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用2,000円、要予約。 ▼ 毎月第１・３月曜日（年末年始
は除く。月曜日が祝日・休日の場合はその翌日）午後１
時～３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午前
10時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約／問
米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）

■不動産無料相談
民法、借地借家関係、宅建業法、登記、物件、鑑定な
ど、不動産取引全般に関することについて、無料で相
談に応じます。 ▼ 24日（水）午前10時～午後３時／米
子食品会館（旗ヶ崎2030）／問公益社団法人全日本不
動産協会鳥取県本部（☎０８５７－２９－５４１１、ＦＡＸ
０８５７－２９－５４２２）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビザ）・
帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。予約不要。

▼ 13日（土）、10月11日（土）午前10時～午後２時／イ
オン米子駅前店４階男女共同参画センター会議室／問鳥
取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

堀
住 宅

淀 江 町
淀 江 103 簡易耐火

２ 階 建 3DK 17,100円
～33,600円 S58

白 浜
住 宅

淀 江 町
西 原

19T1 102 耐 火
２ 階 建 1K 16,000円

～31,400円 H19（単身専用住宅）
白 浜
住 宅

淀 江 町
西 原

19W1 2 木 造
平 屋 建 2LDK 24,900円

～48,900円 H19（車椅子専用住宅）
白 浜
住 宅

淀 江 町
西 原 19W2 3 木 造

平 屋 建 2DK 19,200円
～37,700円 H19

白 浜
住 宅

淀 江 町
西 原 20T2 201 耐 火

２ 階 建 3LDK 27,200円
～53,500円 H20

■入居者の資格
　現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む。）がある方

（単身専用住宅への申込みを除く。）。ただし、生年月日が昭和
31年４月１日以前の方などは、単身でのお申込みが可能です。
／世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方／現に、
住宅に困窮していることが明らかな方／米子市税などの滞納が
ない方／暴力団員でないこと
■車椅子専用住宅優先入居
　車椅子を常用使用される方がおられる世帯が対象です。
■申込受付期間　１日（月）～５日（金）
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる場
合があります。添付書類については、建築住宅課にご確認くだ
さい。住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課にありま
す。※米子市に住民登録されている方は、住民票の提出は必要
ありません。
■入居選考方法　９日（火）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　10月１日（水）
※次回の市営住宅入居者募集は10月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

第２回米子市消費生活セミナー
　日常の生活の中で起こり得るトラブルについて「近隣との
トラブルとその法的対応」というテーマで具体的な事例を取
り上げ、解決の指針になるようわかりやすくお話しします。
　また、生活に関する法的な問題について無料法律相談を行
ないます。
■と き　10月４日（土）　
■ところ　米子市立図書館　２階多目的研修室
○消費生活セミナー
講演「近隣とのトラブルとその法的対応」
■時 間　午後１時30分～３時
■講 師　島根大学大学院法務研究科　准教授　張

はり

洋
ようすけ

介さん
■定 員　100人　※入場無料・申込不要
○専門家による無料法律相談
■時 間　午後３時～５時
■定 員　８人（１人30分程度）
※要予約・定員になり次第締め切ります。
■相談員　島根大学大学院法務研究科教員・弁護士
※大学院生が補助として同席します。
■申込・問合せ　市民相談課（市役所本庁舎１階）（☎２３
－５３７８、ＦＡＸ２３－５３９１、Ｅメール：shiminsodan@
city.yonago.lg.jp）
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■申込・問合せ
健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　米子市福祉保健総合センター
　　　　　　　　（ふれあいの里）３階
■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H26年３月27日～H26年４月11日生 ９月11日（木）
H26年４月12日～H26年４月24日生 ９月24日（水）
H26年４月25日～H26年５月９日生 10月９日（木）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受けて
いない方も受けてください。（平成25年４月から、対象年齢
が12か月未満に変更となりました。）

水痘ワクチンが定期接種になります
平成26年10月から、水痘ワクチンが定期予防接種になります。
■対象年齢　生後１歳から３歳までの方
■接種回数　３か月以上の間隔で２回
■標準的な接種期間

▼１回目：生後１歳から１歳３か月までの間に接種

▼２回目：１回目から６か月から12か月の間隔をおいて接種
◎接種場所は米子市委託医療機関で受けることができます。
◎対象の方には個別に通知します。くわしくは健康対策課
までお問い合わせください。

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

９月16日
（火）
春 日

下新印・小笹弘美氏宅南側空地 午前９時10分～９時20分
赤井手公民館 午前９時40分～10時
一部公民館 午前10時20分～10時30分
水浜・宝善院駐車場 午前10時50分～11時
八幡神社 午前11時20分～11時30分
春日公民館 午後１時～１時20分
豊田公民館 午後１時40分～１時50分
十日市公民館 午後２時～２時10分

９月24日
（水）
福米東

勤労青少年ホーム 午前10時30分～11時
米原・恩部事務所前駐車場 午前11時30分～11時50分
福米東公民館 午後１時30分～１時50分
天満屋前駐車場 午後２時20分～２時40分
米子信用金庫本店駐車場 午後３時～３時10分

９月26日
（金）
河 崎

河崎団地集会所 午前８時50分～９時20分
（旧）松本鍼灸整骨院隣 午前９時50分～10時10分
河崎四軒屋バス停横空地 午前10時40分～11時
芝谷・磯村一義氏宅前 午前11時30分～11時50分
伯母山会館 午後１時20分～１時40分
河崎公民館 午後２時10分～２時40分
ふれあいの里 午後３時20分～４時

10月６日
（月）
福生東

虎亀電工駐車場 午前８時50分～９時10分
福生体育館 午前９時30分～10時
福生３区公民館 午前10時20分～10時30分
福生東公民館 午前10時50分～11時20分
かんぽの宿皆生 午前11時40分～正午

巌
上蚊屋公民館 午後１時30分～１時40分
今在家公会堂 午後２時10分～２時40分

10月７日
（火）
巌

近畿薬品米子営業所 午前９時～９時20分
浦津公民館 午前９時40分～10時
米子松蔭高等学校正門前時計台 午前10時30分～10時40分
巌公民館 午前11時～11時50分
箕公民館 午後１時20分～１時40分
熊党・繒原幸夫氏宅裏 午後２時10分～２時30分

大 高 大高公民館 午後２時30分～３時

10月17日
（金）
大 高

前田隣保館 午前９時～９時10分
大神山神社境内 午前９時30分～10時
城園ハイツ公園 午前10時20分～10時40分
石田公民館 午前11時～11時20分
下郷集会所 午前11時40分～正午
岡成・赤井氏宅前空き地 午後１時30分～２時
上泉・堂成 午後２時20分～２時30分
下泉公民館 午後２時50分～３時20分

■対象者　 ▼胸部レントゲン検査…40歳以上の方　 ▼「たん」の検
査…① 50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が600以上の方（元
喫煙者含む。）② 40歳以上で６か月以内に血たんのあった方　■
自己負担金　市民税課税世帯の方…300円（たんの検査は900円追
加）、70歳以上の方・市民税非課税世帯の方…100円（たんの検査
は300円追加）、生活保護世帯の方…いずれも無料　■受診券　受
診される際には、健診受診券の中にある「結核・肺がん検診受診券」
を必ずご持参ください。くわしくは地区回覧でご確認ください。

献血のご案内
　医療に必要な血液は、多くの人々の善意と協力で確保されて
います。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■献血ルーム「ひえづ」（イオンモール日吉津　東館１階）
●開所日　火、木、土、日曜日、および毎月20日、30日
●受付時間　午前９時30分～午後１時30分、午後２時30分～

５時（成分献血は４時まで）
■街頭献血　日程については、日本赤十字社 鳥取県赤十字血液
センター日吉津出張所までお問い合わせいただくか、鳥取県赤
十字血液センターのホームページをご確認ください。
■問合せ　日本赤十字社　鳥取県赤十字血液センター日吉津出
張所（☎２７－１７２４）
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乳がん集団検診のお知らせ
◆乳がん検診日程

月 日 と こ ろ 受付時間 備 考
９月11日（木） ふれあいの里

午後１時
～３時

予約受付終了
９月12日（金） 淀江支所

予約受付中９月16日（火） 県公民館
９月22日（月）大篠津福祉センター
９月28日（日） ふれあいの里 予約受付終了
◆対象者　40歳以上の女性（平成25年度に受診された方は除き
ます。ただし、米子市が発行した平成26年度乳がん検診無料クー
ポン券をお持ちの方は平成26年度も受診できます。）
◆自己負担金　受診券に記載してある金額
◆集団検診　他の日程は「ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・
国保ガイド」の 18 ページをご確認ください。受診希望の方は、
お手もとに受診券または無料クーポン券をご用意のうえ、健康対
策課（☎２３－５４５８・５４５２）へお電話ください。
◆注意事項　必ず事前申込みが必要です。（定員各30人）
※受診方法は集団検診のほかに個別検診（医療機関）もありま
す。くわしくは受診券または無料クーポン券送付時の同封のパン
フレットをご確認ください。

胃がん集団検診（胃透視の検査）日程
月 日 と こ ろ と き

９月26日（金）
五 千 石 公 民 館 午前７時30分～８時
※ ふ れ あ い の 里 午前９時～10時

９月28日（日）※ ふ れ あ い の 里 午前７時30分～10時
９月30日（火）淀 江 公 民 館 午前８時～９時30分

10月９日（木）
就 将 公 民 館 午前７時30分～８時
永 江 公 民 館 午前９時～９時30分

■前日の午後９時以降は食事をとらないでください。お茶、水は
午前０時まで飲んでもかまいません。喫煙・ガムもご遠慮くださ
い。■当日は必ず受診券と自己負担金（市民税課税世帯：1,400円、
市民税非課税世帯および70歳以上：400円、生活保護世帯：無料）
をご持参ください。※ふれあいの里で行なう検診は、事前に予
約が必要です。先着順で予約を承りますので、ご希望の方はお早
めにお申し込みください。

　ピアノ伴奏にあわせて、思いっきり歌いましょう！
あんな歌、こんな歌…こころがますます元気にはずんできます。
どうぞ、あなたの健康づくりにお役立てください。
■と き　25日（木）午後１時30分～３時20分
　　　　　（受付…午後１時～）
■ところ　ふれあいの里　１階　大会議室
■内 容　「みんなで歌いましょう」
　　　　　　歌の指導　下

しも

田
だ

公
きみ

夫
お

さん
■参加費　100円
■主催・問合せ　米子市地区保健推進員連絡協議会
　　　　　　　　会長　内

うち

田
だ く み こ

久美子さん（☎３３－６４９１）

９月10日～16日
　わが国では、自ら命を絶たれる方の数が、平成10年に３万人を
超えてから、以後その水準で推移しています。近年は働き盛りの
中高年や若者の自殺の増加も大きな課題となっています。米子市
でも平成10年以降、１か月に２人～３人の方が亡くなっておられ、
ご家族を始め地域や仲間などの深い悲しみとなっています。

気づき 傾聴 つなぎ 見守り
家族や仲間の変
化に気づいて、
声をかける

本人の気持ち
を尊重し、耳
を傾ける

早めに専門家
に相談するよ
う促す

温かく寄り添い
ながら、じっく
りと見守る

■こころの相談窓口　健康対策課（☎２３－５４５２）／西部総合
事務所福祉保健局（☎３１－９３０４）／鳥取県立精神保健福祉セ
ンター（☎０８５７－２１－３０３１）

まずは、声をかけることから始めてみませんか？
あなたにもできる自殺予防の第一歩

大切なご家族を自死で亡くされた方へ
「家族の集い」のご案内

　「家族の集い」は、大切なご家族を自死でなくされた方が集い、
安心して語り合い、気持ちを分かち合う会です。大切な人の思い
出やあなたの気持ち、言葉にすると気持ちが少し軽くなるかもし
れません。
　また、自死遺族自助グループ“コスモスの会”の方も参加され
ます。お話を聞くだけの参加もできます。匿名でもＯＫです。
　申込みは不要ですので、気が向いた時に直接会場にお出かけく
ださい。
■と き ９月20日（土）、11月15日（土）、平成27年１月17日（土）、
３月21日（土）、いずれも午前10時30分～正午
■ところ　ふれあいの里４階　
■対 象　ご家族を自死で亡くされた方（自死された方の親、配
偶者、兄弟、子ども等）
■問合せ　鳥取県立精神保健福祉センター（☎０８５７－２１－
３０３１）

◆結核・肺がん検診（ふれあいの里）日程
月 日 ところ と き

９月26日（金）

ふれあいの里

午後３時20分～４時
10月22日（水） 午前11時～ 正午
11月12日（水） 午後２時30分～３時30分
12月23日（火・祝） 午前９時30分～11時

ふれあいの里でも結核・肺が
ん検診を実施しています。
受診券・自己負担金をもって
お出かけください。
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『お菓子の袋』で風車を作ろ
う！（主催：鳥取県総合芸術
文化祭実行委員会、鳥取県）
６日（土）午後１時30分～３時30
分、対象：どなたでも可（小学３
年生までは保護者同伴）。当日自
由参加、無料。各自お菓子の袋
を３～５枚持って来てください。
じどぶんフリーマーケット
28日（日）午前10時～11時30
分。取扱品目：子どもの衣類、
育児用品、絵本、おもちゃなど。
販売価格：０～500円。同時に
古本市を開催します。出店者の
受付は７日（日）から先着10組。
天体観望会「月を見よう」
６日（土）午後７時30分～９時。
対象：どなたでも可、40人。参
加費：100円。お月見だんごの
粉のおみやげ付き。電話受付中。
プラネタリウム敬老の日特別投
影「世界に伝わるお月様の物語」
15日（月・祝）午後１時～１時40
分、小中高校生無料、大人310円。
プラネタリウム「９月の星座
解説」「月物語」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・３・
４時の投影。幼児・70歳以上
の方無料、小中高校生50円（土・
日・祝は無料）、大人310円。
プラネタリウム「月の動きを
見てみよう」
毎週土曜日、午後１時～１時40

分、小中高校生無料、大人310円。
小学４年の理科学習に役立つ月
の動きの解説を行ないます。
えほんとわらべうた
毎週水曜日（24日（水）を除く。）、
０～１歳半：午前10時30分～、
１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
14日（日）午前11時～11時
30分。対象：幼児～大人。
紙芝居のじかん
20日（土）午後２時30分～
３時。対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
27日（土）午後２時15分～３
時。対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
17日（水）午前10時～正午。
予約不要、相談無料。元保育
士が、子育て中の保護者の悩
みの相談にのります。
児童文化センターボランティア募集
29日（月）まで受付。くわし
くは児童文化センターまで。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　23日を除
く毎週火曜日と、24日（水）。
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込み（１週間前まで）。

第58回鳥取県美術展覧会（県

展）［米子会場］
【作品搬入】９月７日（日）午前
10時～午後４時。場所：米子
市営武道館（糀町１ー202）
ミュージアムスクール特別編
ワークショップ「空気で大き
な彫刻を作ろう」
９月23日（火・祝）午後1時
30分～４時。講師：島根大学
教育学部教授　藤田英樹さん。
会場：美術館横　創作・交流
広場。対象：小学３年生～中
学生。参加費：300円。定員
20人（先着順）。要申込み。
第２回ミュージアムスクール 
米子彫刻ロード探検ツアー
「米子彫刻ロード」を、学芸員の
解説を聞きながら散策します。
10月５日（日）午後２時～午後３時
30分。集合場所：鳥取県立米子
艇庫横駐車場入口階段付近（西町
133）※参加無料。当日直接集合
場所へお越しください。

企画展「音を奏でる」
古代琴や土笛などの古代楽器や、
七
しちげんきん

絃琴・東南アジアなどの楽器を
展示します。会期：９月６日（土）
～10月13日（月・祝）。会場：山
陰歴史館第１展示室。観覧料：無料。
民話のへや
21日（日）午後１時30分～、２
階いろりの間。語り：ほうき
民話の会。内容：中海の海坊
主他３話、民具あれこれ※参
加ご希望の方は、市役所駐車
場をご利用ください。駐車券
を歴史館までお持ちいただき
ますと２時間無料になります。
■開館時間　午前９時30分
～午後６時（入館は午後５時
30分まで。）
■今月の休館日　23日を除
く毎週火曜日と、24日（水）。

常設展開催中
発掘された主な出土品を展示し
ており、火起こし・勾玉づくり体
験も随時受け付けています。夏休
みの古代学習にご来館ください。
■観覧料　無料
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日、
17日（水）、24日（水）、25日（木）。

「石造物探訪ウォーク」
西福原地区の石造物を探訪して
歩きます。23日（火・祝）午後
１時30分～。集合場所：福米東
公民館。定員30人、資料代100
円。☎２６－０４５５（ＦＡＸ兼用）
までお申し込みください。
■開館時間　午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週土、日
曜日

つつじ読書会
６日（土）午後２時、２階研修室。
『イタリア紀行』（中巻）ゲーテ：
著 岩波文庫※次回10月４日（土）
楽しく漢文に学ぶ会
７日（日）午後１時30分、２階
研修室。『論語新釈』宇

う

野
の

哲
てつ

人
と

：著（講談社学術文庫）を読
みます。※次回10月５日（日）
おはなし会（１階おはなしのへや）
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜日：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分。
★９日（火）（毎月第２火曜日：
図書館職員）午後４時～
絵本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。

分、小中高校生無料、大人310円。



有

料

広

告

伯耆文化研究会９月例会
13日（土）午後１時30分、２
階研修室。「西伯耆の神社の棟
札」・発表者：福代宏さん。「大
山信仰の源流・大山の山神につ
いて」・発表者：大原俊二さん。
古文書研究会
27日（土） 午後１時30分、２階研
修室。古文書入門「多

た

比
び

能
の

実
み

知
ち

久
く

佐
さ

」（日吉津村石原家から雲州
母
も り

里西村家に嫁いだ美
み

須
す

女
じょ

の諸国
巡礼旅日記）。講師：中

なか

　宏
こう

さん。
あいサポート・アートとっとりフェス
タ「アール・ブリュットシンポジウム」
６日（土）午前10時30分～
11時30分、多目的研修室。
入場無料、申込み不要。
県立図書館主催「いきいきラ
イフ応援講演会」
21日（日）午後１時30分～４時、
多目的研修室。テーマ「いき
いき健康脳～認知症を予防し
て、いつまでもあたまスッキ
リ！～」講師：鳥取大学医学
部教授　浦上克哉さん。
平成26年度第１回鳥取県子
ども読書アドバイザー研修会
27日（土）午後１時30分～３時30
分、多目的研修室。要申込み ｡申
込期限 :12日（金）。申込・問合せ：
鳥取県教育委員会社会教育課（☎
０８５７－２６－７９４３）
リニューアル１周年記念「野坂
勇作さん講演会・絵本づくり」
28日（日）。多目的研修室。入場
無料、要申込み。①講演会「絆と
しての絵本の力－育ち合うために
－」。午前10時30分～正午。対象：
大人、定員100人。②絵本づくり「ゆ
うさくさんと『なあにえほん』を
つくろう！」午後１時30分～３時。
対象：親子（幼児から小学校低学
年位の子どもと保護者）定員50組。
準備いただくものがあります。く
わしくはお問い合わせください。
こころの相談会

10日（水）午後２時～４時、２
階研修室。予約先：ライフサ
ポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８）（平日
午前９時30分～午後５時30分）
ギャラリー

▼「立花書院寄贈　貴重本の
展示」２日（火）～14日（日）

▼日本政策金融公庫　創業企
画「あなたの創

ゆ め

業応援します」
展示　２日（火）～25日（木）

▼鳥取県立図書館主催　いき
いきライフ応援関連展示　
16日（火）～28日（日）

▼県民の日パネル展示
27日（土）～10月９日（木）
★ビジネス支援は14ページ
■開館時間
平日：午前９時～午後７時
土・日・祝日：午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜日、
30日（月末資料整理）、29日（月）・
30日（火）は連休になります。

コハクチョウ初飛来日当てク
イズ2014
今年のコハクチョウの初飛来日
を予想して投票してもらい、正
解者には記念品を贈呈します。
１日（月）から受付開始。開館時
間中いつでも。対象：ネイチャー
センター入館者。応募方法：入
館時に配布する応募用紙に必要
事項を記入し、応募用紙を館内
の応募箱に入れます。応募はお
一人につき１回。ハガキやメー
ルなど他の方法による応募は無
効です。応募期間：コハクチョ
ウが初飛来するまで。会場：水
鳥公園ネイチャーセンター。
自然観察会「幻のカマキリを
探そう！」
珍しいカマキリを探して、カマ
キリの種類や見分け方をご紹介

します。13日（土）午前10時～
11時30分。対象：小学生以上、
当日受付。持ち物：虫捕り網、
虫かご（無い方は貸し出し可）、
長ズボンと長靴を着用（サンダ
ルなど不可）。集合：水鳥公園
ネイチャーセンター。
よなご環境フェスタ2014
「エッ !?こんなにいたの！水鳥公
園から発掘される昔の貝殻たち」
水鳥公園の砂から貝殻を掘り
出し、貝殻標本を作ります。
20日（土）午前10時～午後３時、
時間中いつでも。対象：小学生
以上。主催：米子市環境政策課。
会場：米子市文化ホール。
手作り自然教室「カエル工房
in米子水鳥公園」
プロのレプリカ職人をお招きし、
本物そっくりなカエルのレプリ
カを作ります。27日（土）午後１
時30分～４時。講師：カエル工
房。対象：小学生以上、先着25人、
要予約。参加費：500円。会場：
水鳥公園ネイチャーセンター
●米子水鳥公園の催しへの参
加には入館料が必要です。手作
り自然教室の参加費は、入館料
を含めた親子一律の料金です。
●入館料は、高校生～69歳の
方は310円、その他は無料です。
●水鳥公園のイベントは、とっ
とり県民カレッジ連携講座です。
■開館時間　午前９時～午後
５時30分
■今月の休館日　23日を除
く毎週火曜日と24日（水）。

９月ロビー展　仲良し二人展
人形　乗

のりもと

本いづみさん
押し花　大

おおいし

石登
と し こ

志子さん
アジサイを使ったフウの実
リース作り
９月の開園日の午前10時か

ら（要予約）。体験料500円
よどえぱらだいすキャンペーン
さまざまなイベントが開催さ
れることから、「よどえぱらだ
いすキャンペーン」として入園
を無料にします。なお、火おこ
しや土器・埴輪・土笛づくりな
どの体験活動は別途料金がか
かります。無料期間：14日（日）
～10月13日（月・祝）
■入園料　大人200円、小・中学
生50円。（市内にお住まいの方の
料金。受付でお申し出ください。）
■開園時間　午前９時30分
～午後５時
■今月の休園日　第２・第４
水曜日

常設展　「人形コレクション
と型染コレクション」
人形収集家で有名な坂

さかぐち

口真
ま

佐
さ

子
こ

さんの、布類のコレクションで
す。今回は藍の型染布に注目し
てみました。期間：９月12日（金）
～11月10日（月）、入館料：250円。
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
「大山にいだかれて」
大山の懐で生み出された作品に
癒されてください。期間：～９月
23日（火・祝）まで。入館料：無料。
体験イベント「刻印アクセサ
リーを作ろう♪」
講師：tree fl og　浜知有加子さ
ん。オリジナルパーツに刻印な
どで模様をつけてアクセサリー
を作ります。13日（土）①午前
10時30分、②午後１時、③午後
３時。定員：各回先着３人。費用：
講習料2,000円＋材料費1,800
円。製作時間：１時間30分程度。
電話にてご予約ください。
■開館時間　午前９時～午後５時
■今月の休館日　９日（火）、
10日（水）、11日（木）、24日（水）
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　昨年の９月に、ネイチャーセンターのガラスに止まっているエサキモンキツノカメムシを見
つけました。このカメムシは普通にみられる種類ですが、水鳥公園で見つけたのはこれが初
めてです。
　このカメムシの最大の特徴は、背中のハート模様です。この可愛らしい模様のせいか、カ
メムシの仲間では比較的図鑑などによく紹介されているので、姿に見覚えがある方もいらっ
しゃるのではないでしょうか。農作物を食害し、悪臭を放つカメムシは嫌われ者のイメージ
が強いですが、このカメムシは姿を見かけると心が和みます。
　このカメムシの名前は 12 文字もあり、虫に関心がない方には呪文のように聞こえるかも
しれません。でも、生きものの名前は、分割して読んでみると意味が分かりやすくなります。
このカメムシの場合、「エサキ・モンキ・ツノカメムシ」と分けられます。エサキは昆虫学者
である江

え さ き

崎悌
ていぞう

三博士の名前です。モンキとは、黄色い模様を指します。そして、ツノカメム
シとは、胸の左右両端がとがっているカメムシの仲間です。つまり、「江崎さんの黄色い模様があるツノカメムシ」とい
う意味の名前です。
　このカメムシには、ハート模様の他にも興味深い性質があります。それは、親が子を守る性質です。昆虫の多くは、産
卵を終えたメスは卵を置いて去ってしまいます。ところが、エサキモンキツノカメムシは、産卵を終えると母親が卵の上
に覆いかぶさって、卵が２齢幼虫に育つまで守り続けるのです。さすが、背中にハートマークを背負っている虫ですね。
残念ながら、私はまだ卵を守っているエサキモンキツノカメムシを見たことがありません。ぜひその様子を実際に観察し
てみたいものです。
　エサキモンキツノカメムシは、主にミズキやハゼ、サンショウなどの樹木の葉に住んでいます。皆さまのごく身近なと
ころでもきっと見られると思いますので、探してみてはいかがでしょうか。でも、背中の模様がハート形ではなく丸い逆
三角形になっている、モンキツノカメムシというとてもよく似た種類がいますので、ご注意ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米子水鳥公園指導員　桐

きりはらけいすけ

原佳介

水鳥公園からのたより
エサキモンキツノカメムシ

９月に見られる生きものたち
鳥類：ゴイサギなどのサギ類、カイツブリ、キンクロハジロなどのカモ類、ミサゴなどのタカ類、
オオヨシキリなどの小鳥類、カワセミ。魚類：メダカ。昆虫類：ショウリョウバッタなどのバッタ類、
チョウセンカマキリなどのカマキリ類　ほか。

「よなごの宝88選」から
　了

りょう

春
しゅん

寺　～荒尾氏の菩提寺～　　《宝No.31》　　博労町２丁目
　祥光山了春寺は、鳥取藩主席家老の米子荒尾氏の菩提寺です。勝田神社裏山にある荒
尾家墓所（市指定史跡）には、米子城主の初代成利、10代成裕を除いて、２代成直から
11代成富までと、明治以後の成文、之茂にわたる大型の墓碑が整然と並んでいます。
　もとは中海の亀島（清洞寺岩付近）にあり、はじめは臨済宗の禅源寺、五代・玉泉和
尚の時に黄

おおばくしゅう

檗宗に改宗、元禄８年（1695）に泰蔵寺と改め、宝永年間（1704 ～ 1711）に
現在地へ移転し、祥光山了春寺に改められました。近年、本堂に掲げてある「萬

まんとく そ ん

徳尊」
の扁

へんがく

額の裏に「禅源寺」と彫ってあることが判り、変遷の歴史が裏付けられました。揮
ごうは中国から隠

いんげん

元和尚とともに日本に渡来し、黄檗宗を広めた木
もくあん

庵禅師です。
　境内や周辺には、荒尾家の重臣であった村河家や日置家の墓や藩政時代にまつわる石像が点在し、江戸期の米子の一端
をしのぶことができます。
　参道を登った右側には亀

き ふ

趺（亀の形をした台座）の上に立つ地蔵尊や335体の五百羅漢像があります。羅漢像はいずれ
も首が無く、明治時代の廃

はいぶつ

仏毀
きしゃく

釈運動で頭が投げ捨てられたと言われ、地元では「首なし地蔵」と呼んでいます。
　荒尾家墓所参道の脇には、荒尾家16代荒尾之茂卿御夫妻の歌碑があります。自然石に「ゆめかそと思う許りに故郷の　
天主のあとに交わす盃　之茂」「天主台のほりてみれはきりはれて　なみちはるかに隠岐のしまみゆ　須賀子」と、かつて
ご夫妻が米子城跡の天守台で詠まれた歌が刻まれています。平成11年５月に建立されました。須賀子さんは和歌の名門・
冷泉家22代・為系卿の長女です。昭和10年（1935）に結婚され、ともに和歌、書に優れていました。夫妻の墓は荒尾家墓
所にあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【よなごの宝88選実行委員会】
お知らせ　第51回よなご88探宝会　中世城館健やかウォーク・石井垣城跡（末吉城跡・富長城跡）。９月21日（日）午前
10時～午後２時、県西部総合事務所前集合、参加費500円（昼食代別途）。申込みは、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、
郵便またはFAXで「よなごの宝88選事務局」（東町161－2　文化課内、FAX23－5414）まで。

ゴイサギ
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